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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 41,718 5.1 3,079 4.2 3,041 5.1 1,768 2.5
22年3月期第2四半期 39,696 1.2 2,956 37.4 2,894 33.8 1,725 47.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 97.46 ―
22年3月期第2四半期 95.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 49,027 38,267 77.1 2,083.31
22年3月期 48,092 38,104 78.3 2,074.59

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  37,811百万円 22年3月期  37,653百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 22.50 ― 32.50 55.00
23年3月期 ― 27.50
23年3月期 

（予想） ― 27.50 55.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 91,000 5.0 8,000 3.9 8,000 5.4 4,650 8.3 256.20



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は四半期決算短信（添付資料）２ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 18,687,818株 22年3月期  18,687,818株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  538,017株 22年3月期  537,966株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 18,149,815株 22年3月期2Q 18,150,300株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績に改善傾向が見られたものの、雇用状況・所得環

境等の悪化懸念が続く中、個人消費は依然として低調に推移しております。 

このような状況下、当社グループにおきましては、時流に合ったコンセプト商品の開発や新しい販促企画、新

しい売場づくりの提案を通して得意先との取り組み強化を図ることで、既存得意先への販売拡大、新規得意先開拓

に取り組んでまいりました。 

結果といたしましては、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高41,718百万円（前年同期比105.1％）、売

上総利益10,634百万円（前年同期比105.3％）、営業利益3,079百万円（前年同期比104.2％）、経常利益3,041百万

円（前年同期比105.1％）、当期純利益1,768百万円（前年同期比102.5％）と増収増益となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。  

当社グループにおける従来の事業区分は「生活雑貨の卸売業」の単一セグメントでしたが、ビジネス機能の変化

に伴い、より実態に即したセグメントに区分することが妥当と判断し、機能別に『開発型ビジネスモデル』、『卸

売型ビジネスモデル』の２区分に変更いたしました。 

「開発型ビジネスモデル」におきましては、エコポイント制度や地上デジタル放送への切り替えによるテレビ

の買い替え需要が続き、Ａ＆Ｖ関連の販売が好調に推移しました。食品・酒類関連につきましては、猛暑により自

社開発の第３のビールが伸長した他、低価格の企画ワインや甘栗、梅干といった自社企画商品も伸長しました。ま

た、節約・内食志向の影響を受け、圧力鍋やステンレスマグボトル等も大きく伸長しました。 

その結果、当セグメントの売上高は20,519百万円、セグメント利益1,606百万円となりました。 

 「卸売型ビジネスモデル」におきましては、ギフト関連が好調に推移しました。中元ギフトでは新規得意先の開

拓や既存得意先での取り扱い品目の拡大が進んだ他、今期より新たに販売を開始した手土産ギフトの販売も好調に

推移しました。また、売れ筋ブランドのアウトレット企画やブランドタイアップ企画による販売を強化した結果、

特に鞄やアクセサリー関連が好調に推移しました。 

その結果、当セグメントの売上高は20,196百万円、セグメント利益1,353百万円となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①流動資産 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は37,408百万円（前連結会計年度36,533百万円）となり、

875百万円増加いたしました。これは主に、商品及び製品1,655百万円、受取手形及び売掛金818百万円並びに繰延

税金資産520百万円の増加、現金及び預金2,076百万円の減少によるものであります。 

 ②固定資産 

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は11,619百万円（前連結会計年度11,559百万円）となり、

59百万円増加いたしました。これは主に、投資有価証券132百万円の増加によるものであります。 

 ③流動負債  

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は7,995百万円（前連結会計年度7,498百万円）となり、

496百万円増加いたしました。これは主に、買掛金923百万円、流動負債その他のうちのデリバティブ債務1,068百

万円の増加及び法人税等の納付による未払法人税等997百万円の減少によるものであります。 

 ④固定負債  

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は2,765百万円（前連結会計年度2,489百万円）となり、

275百万円増加いたしました。これは主に、長期借入金214百万円の増加によるものであります。 

 ⑤純資産  

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は38,267百万円（前連結会計年度38,104百万円）となり、

162百万円増加いたしました。これは主に、利益剰余金に係る四半期純利益の計上による増加1,768百万円、配当金

支払による減少589百万円及び繰延ヘッジ損益の減少924百万円による減少によるものであります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況）  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は14,583百万円となり、前連

結会計年度末より2,056百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりで

あります。 

 ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果減少した資金は1,250百万円（前年同期は982百万円の増加）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純利益2,988百万円、仕入債務の増加額946百万円による増加及び売上債権の増加額849百万円、たな

卸資産の増加額1,668百万円、法人税等の支払額1,992百万円による減少によるものであります。 

 ②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果減少した資金は377百万円（前年同期比186百万円増）となりました。これは主に、投資有価証券

の取得による支出300百万円による減少によるものであります。 

 ③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果減少した資金は400百万円（前年同期比17百万円増）となりました。これは主に、長期借入金に

よる収入220百万円による増加及び配当金の支払いによる支出602百万円による減少によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年3月期の連結業績予想につきましては、平成22年５月7日に公表いたしました業績予想から変更はござ

いません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

① 棚卸資産の評価方法 

   当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定しております。 

③ 経過勘定項目の算定方法 

  合理的な算定による概算額で計上しております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定して算出

しております。 

   また、繰延税金資産の回収可能性の判断は、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度で使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用しております。 

⑤ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

 当該債権と債務の額及び取引金額に差異がある場合には、差異の金額の重要性が乏しい時には、調整 

を行わないで親会社の金額に合わせて相殺消去しております。 

２．特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更  

資産除去債務に関する会計基準の適用  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ1,787千円、税金等調整前四半期純利

益は22,019千円減少しております。  

２．表示方法の変更 

四半期連結損益計算書 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,583,087 16,659,797

受取手形及び売掛金 13,224,201 12,405,788

商品及び製品 7,620,357 5,964,488

繰延税金資産 546,093 25,521

短期貸付金 13,998 101,796

その他 1,463,152 1,462,058

貸倒引当金 △42,047 △86,179

流動資産合計 37,408,842 36,533,270

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,386,998 6,374,156

減価償却累計額 △2,683,836 △2,580,852

建物及び構築物（純額） 3,703,162 3,793,304

土地 5,333,559 5,333,559

その他 894,487 826,406

減価償却累計額 △618,855 △567,343

その他（純額） 275,631 259,062

有形固定資産合計 9,312,353 9,385,927

無形固定資産   

のれん 18,847 28,270

その他 135,438 115,695

無形固定資産合計 154,286 143,966

投資その他の資産   

投資有価証券 1,252,716 1,120,283

長期貸付金 102,467 6,822

再評価に係る繰延税金資産 － 130,113

繰延税金資産 258,418 145,139

その他 737,839 738,885

貸倒引当金 △198,929 △111,801

投資その他の資産合計 2,152,512 2,029,442

固定資産合計 11,619,152 11,559,336

資産合計 49,027,994 48,092,606
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,354,972 3,431,281

1年内返済予定の長期借入金 68,000 62,500

未払法人税等 1,074,606 2,072,481

役員賞与引当金 32,800 85,600

賞与引当金 7,000 17,809

その他 2,458,459 1,829,221

流動負債合計 7,995,838 7,498,892

固定負債   

長期借入金 2,339,500 2,125,000

繰延税金負債 45,371 45,883

退職給付引当金 142,808 139,826

資産除去債務 51,529 －

その他 185,844 178,400

固定負債合計 2,765,054 2,489,111

負債合計 10,760,892 9,988,003

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,993,003 4,993,003

資本剰余金 5,994,503 5,994,503

利益剰余金 28,587,899 27,599,014

自己株式 △1,015,535 △1,015,414

株主資本合計 38,559,871 37,571,106

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △57,577 21,106

繰延ヘッジ損益 △649,326 275,057

土地再評価差額金 － △190,126

為替換算調整勘定 △41,221 △23,654

評価・換算差額等合計 △748,124 82,382

新株予約権 101,868 89,283

少数株主持分 353,488 361,829

純資産合計 38,267,102 38,104,602

負債純資産合計 49,027,994 48,092,606
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 39,696,639 41,718,372

売上原価 29,599,500 31,083,570

売上総利益 10,097,139 10,634,801

販売費及び一般管理費 7,140,593 7,555,437

営業利益 2,956,545 3,079,363

営業外収益   

受取利息 2,647 2,121

受取配当金 14,761 14,583

債務勘定整理益 27,047 20,119

その他 49,585 80,603

営業外収益合計 94,042 117,428

営業外費用   

支払利息 14,859 12,723

支払手数料 5,093 4,875

為替差損 83,937 70,973

貸倒引当金繰入額 － 42,173

デリバティブ評価損 30,911 12,863

その他 20,801 11,727

営業外費用合計 155,603 155,337

経常利益 2,894,985 3,041,454

特別利益   

貸倒引当金戻入額 25,302 －

特別利益合計 25,302 －

特別損失   

店舗閉鎖損失 28,736 －

リース解約損 28,247 －

特別退職金 13,606 －

固定資産除却損 6,538 －

関係会社整理損失引当金繰入額 1,757 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 20,232

投資有価証券評価損 － 32,379

特別損失合計 78,886 52,612

税金等調整前四半期純利益 2,841,401 2,988,842

法人税、住民税及び事業税 1,280,190 1,015,690

法人税等調整額 △185,728 182,201

法人税等合計 1,094,462 1,197,891

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,790,950

少数株主利益 21,159 22,069

四半期純利益 1,725,779 1,768,881
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,841,401 2,988,842

減価償却費 161,568 165,929

のれん償却額 9,423 9,423

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,900 △52,800

賞与引当金の増減額（△は減少） △488 △10,809

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27,642 42,996

退職給付引当金の増減額（△は減少） △71 2,982

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） 1,757 －

受取利息及び受取配当金 △17,409 △16,705

支払利息 14,859 12,723

デリバティブ評価損益（△は益） 30,911 12,863

投資有価証券評価損益（△は益） － 32,379

売上債権の増減額（△は増加） △1,342,249 △849,292

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,772 △1,668,996

仕入債務の増減額（△は減少） 936,058 946,197

未払消費税等の増減額（△は減少） △59,496 △324,456

その他の流動資産の増減額（△は増加） △463,681 △505,217

その他の流動負債の増減額（△は減少） △71,293 △89,796

その他 47,156 44,343

小計 2,040,131 740,607

利息及び配当金の受取額 16,926 19,166

利息の支払額 △14,859 △18,100

法人税等の支払額 △1,059,424 △1,992,654

営業活動によるキャッシュ・フロー 982,774 △1,250,981
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △300,000 △20,000

定期預金の払戻による収入 300,000 40,000

有価証券の取得による支出 △186,000 －

有形固定資産の取得による支出 △104,562 △79,004

投資有価証券の取得による支出 △188,932 △300,135

関係会社株式の取得による支出 △8,761 －

貸付けによる支出 △77,232 △23,152

貸付金の回収による収入 9,700 15,305

その他の支出 △20,710 △11,709

その他の収入 12,055 1,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △564,442 △377,696

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 220,000

長期借入金の返済による支出 △882 －

自己株式の取得による支出 △141 △120

リース債務の返済による支出 △15,057 △18,404

配当金の支払額 △402,567 △602,315

財務活動によるキャッシュ・フロー △418,647 △400,840

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44,088 △27,191

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △44,403 △2,056,709

現金及び現金同等物の期首残高 12,360,069 16,639,797

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 47,608 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,363,273 14,583,087
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該当事項はありません。   

  

「事業の種類別セグメント情報」 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  「生活関連用品の卸売事業」の売上高、営業利益は、全セグメントの売上高の合計額、営業利益の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

「所在地別セグメント情報」 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。 

  

「海外売上高」 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

「セグメント情報」 

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、機能別のセグメントから構成されており、経済的特徴及び製品等の要素が概ね類似する複数の事業

セグメントを集約し、「開発型ビジネスモデル」及び「卸売型ビジネスモデル」の２つを報告セグメントとして

おります。  

 『開発型ビジネスモデル』は自社で商品企画から開発、販売までを手掛ける「メーカー機能」のビジネスであ

り、家電・家庭用品、収納関連、衣料、食品・酒類等があります。 

 『卸売型ビジネスモデル』は国内外のメーカーから商品を仕入れて販売する「調達・加工機能」のビジネスで

あり、時計や鞄関連を中心とした海外の「有名ブランド品」と、自社オリジナルのアソートギフトを中心とした

「ＮＢ加工品」に大別されます。 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、不動産事業、倉庫事

業、介護福祉事業及び海外子会社等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△38,189千円は、セグメント間取引の消去79,245千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△66,960千円及びその他調整額△50,475千円が含まれております。全社費用は

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注）３ 
  

開発型 

ビジネスモデル

卸売型 

ビジネスモデル 
計 

売上高               

 外部顧客への売

上高 
20,519,110 20,196,012 40,715,122 1,003,249 41,718,372 － 41,718,372

 セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

   － － － 2,854,021 2,854,021 △2,854,021  －

計 20,519,110 20,196,012 40,715,122 3,857,271 44,572,393 △2,854,021 41,718,372

セグメント利益 1,606,600 1,353,658 2,960,259 157,293 3,117,552 △38,189 3,079,363
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   （追加情報） 

   第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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